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出
町
神
明
官
創
建
三
百
五
十
年
の
記
念
す
べ
き
諸
行
事
を
滞
り
な
く
終
え
る
事
が
で
き
安
堵
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
ひ
と
え
に
民

子
全
員
の
皆
様
の
力
強
い
御
支
援
の
賜
物
で
あ
り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

三
百
五
十
年
を
思
い
ま
す
時
、
そ
の
歴
史
の
重
さ
を
改
め
て
認
識
を
い
た
し
ま
し
た
。
創
建
の
頃
は
、
戦
乱
か
ら
徳
川
幕
府
の
安
定
期
に
入

っ

た
時
期
で
あ
り
、
全
国
各
地
で
原
野
の
開
拓
が
始
ま
り
、
新
し
い
町
造
り

（
町
立
て
）
が
な
さ
れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
神
明
官
は

新
し
い
町
の
道
の
寄
り
所
で
あ
り
、
人
々
の
人
間
関
係
の
中
ｔ
と
し
て
多
大
な
役
目
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
時
の
移
り
変
わ
け
の

中
、

二
度
の
大
火
で
焼
失
致
し
ま
し
た
が
、
先
人
の
皆
様
の
大
な
る
弩
力
で
、
そ
の
都
度
、
見
事
に
再
建
さ
れ
ま
し
た
。
近
年
に
入
り
、
激
動

と
変
革
の
社
会
は
、
我
々
の
価
値
観
す
ら
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
、
神
道

（神
社
）
に
対
す
る
考
え
方
に
も
、
極
端
な
差
異
が
表
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
第

二
次
大
戦
の
時
代
に
は
、
神
国
日
本
と
し
て
国
民
す
べ
て
の
中
速
で
あ
り
ま
し
た
が
、
現
代
で
は
、
信
仰
の
自
由
と
、
古
来
か
ら

絶
対
神
を
持
た
な
い
日
本
社
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
人
々
の
思
い
は
様
々
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
出
町
神
明
官
は
、
砺
波
市
発
生
の
地
の

神
社
と
し
て
、
市
内
数
多
↑
の
神
社
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
し

っ
か
り
と
自
党
し
、
誇
り
と
責
任
を
も

っ
て
、
こ
れ
か

ら
の
維
持
管
理
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
民
子

一
人

一
人
の
ｔ
の
問
題
で
も
あ
り
ま
す
が
、
神
明
官
を
基
点

と
し
た
町
づ
く
り
と
、
近
代
化
を
は
か
り
、
人
々
の
交
流
が
最
も
重
要
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
皆
様
が
創
定
の
精
神
に
戻
り
、
原
点
に
立

っ

て
考
え
て
い
た
だ
く
事
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
皆
様
の

一
層
の
御
支
援
御
協
力
を
重
ね
て
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

民
子
会
代
表

実
行
委
員
長

挨

拶

神 稲

田  垣

嘉 孝

雄 ニ

-2-



氏

子

の

皆

様

へ

出
町
神
明
官

昨
年

の
秋
祭
り
に
出

町
三
百
五
十
年
と
い
う
こ
と
で
お
詣
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
頃
よ
り
、
翌
年

の
神
明
官
創
建
三
百
二
十
年

の
記
念

の
年

の
こ
と
に

つ

い
て
、
ど

の
く
ら

い
の
事
が
で
き
る
も
の
か
案
じ
な
が
ら
も
祖
霊
に
対
し
て
感
謝
は
申
し
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
と
思

っ
て

い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
祭
り
の
後

の
直
会
の
時
な
ど

に
ご
相
談

い
た
だ
き
、
何
度
も
会
合
を
積

み
重
ね
て
実
行
委
員
会
を
発
足
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
は
思

い
の
外

の
こ
と
で
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

お
官
さ
ん
に
は
神
様
が
お
ら
れ
て
皆
さ
ん
を
守

っ
て

い
ら

っ
し
ゃ
る
と

い
う
と
き
は
、
御
祭
神
と
し
て
天
照
大
神
様
を
申
し
上
げ
ま
す
が
、
同
時
に
民
子

の
祖

霊
も
お
鎮
ま
り
ま
す
こ
と
を
恙
れ
て
は

い
け
ま
せ
ん
。

と
り
わ
け
、
記
念

の
お
祭
り
と
も
な
れ
ば
沢
出
の
民
子
の
祖
先

の
神
霊
が
、
自
分
た
ち
の
子
孫
は
ど

の
よ
う
な
お
祭
り
を
し
て
く
れ
る
の
だ
ろ
う
か
ご
覧

に
な

り
ま
す
。

二
郎
兵
衛
も
見
て

い
る
。
藩
政
時
代
の
賑

い
を
支
え
た
祖
先
も
見
て
い
る
。
明
治
に
な

っ
て
三
十
二
年

の
大
火
後
、
大
正
八
年
、
神
社
の
復
興
を
果
た
し
た
祖

先
も
見
て

い
る
。
昭
和
十
九
年

の
大
人
に
類
焼
後
も
急
遠
社
殿
を
竣

工
さ
せ
た
祖
先
も
見
て

い
る
。

二
十
年
前
、
創
建
三
百
年
祭
が
開

町
三
百
年
祭
に
合
わ
せ
て

お
祝

い
さ
れ
た
時

の
祖
先
も
見
て

い
る
。
雨
漏
る
本
殿
を
長
み
、
も
う
人
事
は
ご
免
だ
と
現
在

の
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
社
殿
の
造
営
に

つ
き
、
本
殿
と
弊

拝
殿
の
二
度
に
分
け
て
の
度
重
な
る
御
寄
進

の
依
頼
に
快
く
浄
財
を
お
寄
せ
く
だ
さ

っ
た
近

い
祖
先

の
方
々
も
見
て

い
ら

っ
し
ゃ
る
。

皆
同
じ
思

い
で
あ
り
ま
す
。
自
分
た
ち
は
出
町
に
住
み
、
出
町
の
繁
栄
を
願

っ
て
き
た
。
お
宮
さ
ん
を

ｔ
の
支
え
と
し
て
生
き
て
き
た
。
そ
の
お
祭
り
に
曳
か

れ
る
子
供
歌
舞
伎
曳
出
を
誇
り
と
し
て
き
た
。
さ
て
、

三
百
五
十
年
だ
と
い
う
で
は
な

い
か
。
子
供
逹
は
ど
う
し
て
お
る
か
と
見
て
お
ら
れ
る
わ
け
で
す
。

本
当
に
お
か
げ
さ
ま
で
、
御
本
殿
の
基
礎

の
改
修
が
成
り
、
立
派
な
献
茶
式
を
挙
げ
て
い
た
だ
き
、
来
賓

の
参
列
も
賜
り
、
浦
安

の
舞

の
外
に
い
く

つ
も
の
神

賑
わ

い
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
祭
日
前

に
民
子
総
出
に
よ
り
境
内
、
拝
殿
、
社
務
所

の
清
掃
奉
仕
が
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
は
お
そ
ら
く
何
十
年
ぶ
り
の

こ
と
で
は
な
か

っ
た
で
し
ょ
う
か
。

少
し
は
顔
向
け
で
き
て

い
る
で
し

ょ
う
か
。

日
頃
は
神
頼

み
ば

か
り
で
は
あ
り
ま
す
が
、
幾
ば
く
か
は
御

ミ
を
和

め
る
お
祭

り
と
な

り
ま
し
た
で
し

ょ
う
か
。

神

は
崇

敬
を
積

む

こ
と
に
よ
り
さ
ら

に
威
を
増
す

と

い
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
皆
様

に
は
身
近

の
お
官

と
し
て
お
詣
り
頂
き
た
く
、

出

町
の
平
和
と
繁
栄
を
祈

り

つ
つ
ご
奉
仕
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。
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出

町

神

明

官

の
沿

革

慶
安
　
一二
年

（
一
六
五
〇
年
）

明
治
三
二
年

（
一
九
〇
〇
年
）

大
正
　
八
年

（
一
九

一
九
年
）

昭
和
　
ユハ
年

（
一
九
二

一
年
）

昭
和
十
九
年

（
一
九
四
四
年
）

昭
和
三
二
年

（
一
九
六
〇
年
）

二
月
十
六
日
、
杉
木
新
町
の
総
民
神
と
し
て
鎮
座
。
爾
来
、
そ
の
日
を
も

っ
て
例
祭
日
と
す
る
。
（明

治
五
年
よ
り
太
陽
暦
に
改
ま
り
、

四
月
十
六
日
と
な
る
）

八
月
十
九
日
、
出
町
大
人
に
て
類
焼
。
以
後
十
九
年
間
、
仮
殿
時
代
と
な
る
。

社
殿
復
興
。
本
殿
七
坪
・弊
殿
十
四
坪
・拝
殿
二
十
坪
・神
餞
所
社
務
所
十
五
坪
・波
廊
五
坪
を
完
備
し
、

直
ち
に

『神
餞
弊
串
料
供
進
指
定
村
社
』
に
指
定
さ
れ
る
。
出
町
は
砺
波
地
方
の
交
通
の
要
衝
と
し
て
官

公
庁
が
多
く
、
団
体
参
拝
も
逐
次
増
カロ
し
た
。

本
殿
板
茸
屋
根
を
銅
板
茸
に
改
修
。
竣
工
と
同
時
に
始
ま

っ
た
毎
朝
の
民
子
日
供
巡
拝
が
終
戦
間
際
ま

で
十
二
年
間
続
い
た
。
（あ
け
ぼ
の
会
）

二
月
七
日
、
フ
ェ
ー
ン
現
象
の
強
風
の
中
、
山
二
川
東
岸
よ
り
失
火
、
川
以
束
を
総
紙
め
と
す
る
大
火

と
な
り
、
社
殿
再
度
類
焼
。
神
祠
は
太
郎
丸
鍋
島
八
幡
宮

へ
仮
遷
座
さ
れ
た
が
、
戦
時
下
に
応
召
す
る
兵

が
後
を
絶
た
ず
、
出
陣
祈
誓
の
為
に
急
遠
仮
建
築
を
森
田
建
設
に
委
嘱
す
る
。
物
資
の
乏
し
い
中
、
各
方

面
の
格
別
の
配
慮
に
よ
り
二
十

一
坪
の
社
殿
を
六
ヶ
月
に
て
浚
工
。
同
年
十

一
月
に
鍋
島
八
幡
宮
よ
り
還

御
せ
ら
れ
た
。

こ
の
時
の
防
風
林
の
焼
失
に
よ

っ
て
西
か
ら
の
風
雨
に
曝
さ
れ
、
そ
の
後
の
数
度
に
わ
た
る
屋
根
修
理

に
も
か
か
わ
ら
ず
雨
漏
り
が
絶
え
な
か

っ
た
。

総
代
会
役
員
会
に
お
け
る
数
次
の
協
議
に
よ
り
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
本
殿
造
営
を
決
議
。
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昭
和
三
七
年

（
一
九
六
二
年
）

昭
和
三
八
年

（
一
九
六
三
年
）

昭
和
四
九
年

（
一
九
七
四
年
）

昭
和
五
二
年

（
一
九
七
七
年
）

昭
和
五
三
年

（
一
九
七
八
年
）

平
成
　
四
年

（
一
九
七
八
年
）

平
成
十
二
年

（
二
〇
〇
〇
年
）

八
月
、
本
殿
改
築
起
工
奉
告
祭
執
行
。
神
祠
は
杉
木
日
吉
社
に
仮
遷
御
さ
れ
た
。

九
月
、
起
工

（森
田
建
設
）
。
第
二
九
回
伊
勢
神
嗜
式
年
還
宮
撤
下
拝
領
古
材
を
屋
根
材
に
使
用
し
十

二
月
に
完
工
。
同
ニ
ニ
日
還
御
。

四
月
十
五
日
、
本
殿
竣
工
・参
道
完
成
奉
告
祭
斎
行
。

二
月
二
日
、
本
殿
復
興
慶
賀
祭
執
行
。
神
社
本
庁
弊
使
と
し
て
官
山
県
神
社
庁
長
尾
崎
定
業
民
参
拝
。

（本
殿
工
事
と
同
時
に
弊
拝
殿
の
板
茸
を
色
ト
タ
ン
茸
に
改
め
た
）

六
月
、
神
明
宮
復
興
奉
賛
会
を
結
成
。

爾
来
、
民
子
会
長
を
中
速
に
、
奉
賛
会
全
体
委
員
会
・氏
子
会
役
員
会
を
重
ね
、
各
町
内
の
要
望
を
聰

取
し
つ
つ
、
建
設
及
び
資
金
調
達
に
尽
力
さ
れ
た
。

十
二
月
、
弊
殿
・拝
殿
の
本
建
築
・内
装
共
に
竣
工

（森
田
建
設
）
。

二
月

一
日
、
社
殿
完
成
慶
賀
祭
を
執
行
。

前
年
よ
り
社
務
所
復
元
の
議
．起
こ
り
、
建
設
委
員
会
を
設
け
て
浄
財
を
募
る
。
旧
社
務
所
は
出
町
招
魂

堂

（現
五
十
橿
神
社
）
の
付
属
建
物
を
移
築
し
た
も
の
で
、
老
朽
化
甚
だ
し
く
危
険
な
状
態
で
あ

っ
た
。

四
月
に
起
工

（稲
垣
建
工
）
し
、
八
月
竣
工
、
慶
貨
祭
を
行

っ
た
。

九
月
十
六
日
、
創
建
三
百
五
十
年
を
迎
え
ヽ
記
念
祭
を
執
り
行
う
。

-5-



創

定

三

百

五

十

年

祭

平
成
十
二
年
九
月
十
六
日

（土
曜
日
）
午
後

一
時
よ
り
、
秋
季
祭
礼
に
合
わ
せ
て
、
民
子

一
同
に
よ
り
出
町
神
明
宮
創
建
三
百
五
十
年
祭
が

行
わ
れ
た
。

一
、
神

事

・
神
　
楽

・
修
　
祓

０
一
　

拝

・
献
　
餞

〈
献

茶

〉

・
祝
　
詞

ｏ
祭
　
詞

〈
浦
安
の
舞

（秋
季
祭
礼
並
び
に
創
建
三
百
五
十
年
記
念
祭

・
午
後

一
時
～
二
時
三
十
分
）

開

　
一扉

茶
道
裏
千
家
教
授
所
裏
松
合
主
宰
　
　
大
　
島
　
む小
　
翠
　
先
生

松
井
　
優
住

（木
舟
町
・
出
町
小
６
年
）

・
五
島
　
美
き

萩
沢
香
葉
子

（新
町
・
出
町
小
５
年
）
　

・
瀬
尾
　
美
咲

v 奏 奏

上 上

（西
町
・
出
町
小
５
年
）

（南
町
・
出
町
小
５
年
）
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拶 楽 扉 餞 キ

三
、

直
一　
人
〓

（祝
賀
会

・
午
後
五
時
～
七
時
）

奉

　

実拝

出
町
神
明
官
宮
司
　
　
林

直

　

大

官
山
県
神
道
青
年
会

官
山
県
松
風
会

春
日
町
春
日
太
鼓
保
存
会

二

、

神

賑

わ

い

行

事
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後

一蒔

～

四
せ
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分
）

演

　

奏

奉

　

納
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◆本殿に集まった氏子の皆さん

三
百
五
十
年
祭
を
終
え
て

氏
子
の
皆
様
の
御
協
力
と
実
行
委
員
各
位
の
尽
力
に
よ

っ
て
、
平
成
十

二
年

九
月
十
六
日

『出
町
神
明
宮
創
建
三
百
五
十
年
祭
』
が
無
事
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
曇
り
空
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
却

っ
て
神
事
に
相
痣
し
い
荘
厳
な

雰
囲
気

の
う
ち
、
記
念

の
諸
行
事
を
滞
り
な
く
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

神
事
に
始
ま
り
、
神
販
わ

い
行
事
、
そ
し
て
夕
刻
か
ら
の
直
会

へ
と
進
行
す

る
間
、
式
典
に
参
列
し
た
民
子

一
人

一
人
が
、
自
分
逹
の
町
を
三
百
五
十
年
に

わ
た
り
見
守
り
続
け
て
き
た
出
町
神
明
官
に
対
す
る
崇
敬
の
思
い
を
新
た
に
い

た
し
ま
し
た
。
と
同
時
に
、
そ
れ
は
私
逹
自
身
に
、
出
町
で
生
ま
れ
育

っ
た
こ

と
の
意
味
、
ま
た
、
出
町
神
明
官
の
民
子
で
あ
る
こ
と
の
意
味
を
改
め
て
問

い

か
け
る

一
日
で
も
あ
り
ま
し
た
。

昨
秋
の

『出
町
開
町
三
百
五
十
周
年
の
集

い
』

に
引
き
続

い
て
、
私
逹
は
、

我
が
町
の
歴
史
、
そ
し
て
そ
れ
を
見
守

っ
て
き
た
神
明
宮
の
歴
史
を
振
り
返
る

貴
重
な
機
会
を
得
ま
し
た
。
そ
し
て
、
た
と
え
二
十
年
に

一
度
と
は
言
え
、
自

分
逹
の
町
と
神
社
の
誕
生
日
が
祝
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
あ
る
意
味
で
た
い
へ

ん
幸
せ
な
こ
と
で
あ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
こ
の
町
と
神
社
が
、
は

っ

き
り
と
し
た
意
志
と
目
的
を
持

っ
て
生
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
「出
町
」
と

い
う
名
前
の
由
来
す
ら
恙
れ
よ
う
と
し
て
い
る
現
在
、
ま
た
、
自
分
が
神
明
官

の
民
子
で
あ
る
こ
と
す
ら
恙
れ
そ
う
な
現
在
、
私
逹
は
先
人
の
意
恙
と
目
的
を

も
う

一
度
思
い
出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

出
町
神
明
官
は
、
慶
安
三
年
貧

六
五
〇
年
）
の
春
二
月
（
旧
暦
）
に
杉
木
新
町

の
総
民
神
と
し
て
鎮
座
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
出
町
の
開
祖
杉
木
村

二
郎
兵

衛
に
よ
る
市
場
町
開
設
の
願
い
出
の
翌
年
の
こ
と
で
す
。

杉
木

・
深
江

・
太
郎
丸
の
三
村
か
ら
割
譲
し
た
長
さ
三
百
間

・
横
幅
八
十
間

（
二
万
四
十
坪
）
の
敷
地
に
百
軒
の
商
家
を
並
べ
て
市
場
町
を
作
る
と
い
う
願
い

出
も
、
あ
く
ま
で
計
画
で
あ

っ
た
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
し
か
も
、　
一
口
に
百
軒
と

は
言

っ
て
も
、
当
時
（
江
戸
時
代
前
期
）
の
人
口
や
人
家
族
が
普
通
で
あ

っ
た
こ

と
を
考
慮
す
れ
ば
、
今
の
二
十
人
位
の
町
に
相
当
し
ま
す
。
実
際
、
百
軒
の
街

▲ 稲垣氏子会代表による祭詞奏上

▲ 大島宗翠先生による献茶
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▲ 各町から選ばれた小学生による浦安の舞
▲ 富山県松風会による吟詠

▲ 富山県神道青年会による雅楽演奏
▲ 春日太鼓保存会による太鼓奏納

並
み
が
揃

っ
た
の
は
そ
れ
か
ら
百
年
近
く
経

っ
て
か
ら
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

そ
も
そ
も
、
村
が
手
放
し
た
と

い
う

こ
と
自
体
、
そ
れ
が
村
境

の
ど
う
で
も

い
い
よ
う
な
土
地
で
あ

っ
た

こ
と
を
物
語

っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な

場
所
で
な
け
れ
ば
、
全
く
新
し

い
町
を
作
る
こ
と
も
出
来
な
か

っ
た
で
し
ょ
う
。

要
す
る
に
、

そ
こ
に
は
何
も
な
か

っ
た
は
ず
で
す
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
翌
年
春

に
は
出

町
神
明
官
が
創
建
さ
れ
て

い
ま
す
。
お

そ
ら
く
、
最
初

の
民
子
は
三
十
軒

に
も
足
り
な
か

っ
た

の
で
は
な

い
か
と
推
測

さ
れ
ま
す
。

町
と
は
名
ば
か
り
の
状
態
で
あ

っ
た
に
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
宗
教

應

・
信
仰

走
の
篤
さ
云
々
と

い
う
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む

し
ろ
そ
れ
を
思
え
ば
思
う
ほ
ど
、

こ
の
最
初

の
民
子
逹

の
町
作
り

へ
の
情
熱

に

感
嘆
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
僅
か
な
数

の
自
分
逹
が
最
初

の
民
子
と
な

っ
て

新
し
く
民
神
を
祭
る
と

い
う

こ
と
は
、
そ
の
民
神
と
運
命
を
共

に
す
る
と

い
う

不
退
転

の
決
意
な
く
し
て
出
来
る

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
言
わ
ば
、
そ
れ
は

神
社

の
形
を
し
た
血
盟
状

の
女口
き
も

の
だ

っ
た
と
考
え
て

い
い
で
し
ょ
う
。

逆

に
そ
の
こ
と
が
、
後
か
ら
カロ
わ
る
者

に
対
す
る

一
種

の
「踏
み
絵
」
と
な

っ

た
で
あ
ろ
う

こ
と
は
想
像

に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。
新
し
く
出

町
神
明
官

の
民
子

に
な
る
と

い
う

こ
と
は
、

元
の
村

の
民
子
か
ら
抜
け
る

こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

信
仰
上
の
本
籍
が
移
動
す
る
の
で
す
。
そ
れ

こ
そ
身
も

走
も
新
し

い
町
の

一
員

に
な
る
と

い
う

こ
と
だ

っ
た
で
し
ょ
う
。

出

町
は
出

「
町
」
だ

っ
た

の
で
す
。
現
代

の
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル
の
よ
う
な

出

「店
」
で
は
な
か

っ
た

の
で
す
。
「店
」
を

「
町
」
に
す
る
為

に
、
神
明
官
が
ど
う

し
て
も

“
要
だ

っ
た

の
で
あ
り
、
ま
た
、
神
明
宮
も
三
百
五
十
年

に
わ
た

っ
て

「店
」
を

「
町
」
に
す
る
役
割
を
果
た
し
続
け
て
き
た

の
で
す
。

ヒ
ト
が
そ
の
歴
史
を
イ

エ
に
刻

み
イ

エ
が
そ
の
歴
史
を

マ
チ
に
刻

み
、
そ
し

て

マ
チ

の
歴
史
を
カ
ミ
が
見
守
る
。
―
―

こ
の
仕
組

み
を

「古

い
」
の

一
言
で
葬

り
去
る

こ
と
は
到

っ
て
簡
単
で
す
。
現
実

に
殆
ど
機
能
し
な
く
な

っ
て

い
る
と

言

っ
て

い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
現
代
に
生
き
る
私
逹
が
、

こ
れ

に
代
わ
る
新
た
な
仕
組

み
を
未
だ

見

い
出
し
え
て

い
な

い
こ
と
も
確
か
で
す
。
刻
む
べ
き
イ

エ
や

マ
チ
、
ま
た
、
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見
守

っ
て
く
れ
る
カ
ミ
を
失
え
ば
、
私
逹
は
自
分
の
生
涯
を
「自
分
史
」
と
や
ら

に
で
も
記
録
す
る
し
か
な
く
な
る
の
で
す
。

出
町
が
砺
波
市

へ
、
さ
ら
に
砺
波
広
域
圏

へ
と
発
展
し
、
全
国
で
も
有
数
の

住
み
よ
い
町
と
評
価
さ
れ
る
に
至

っ
た
の
も
、
三
百
二
十
年
前
、
出
町
神
明
官

を
創
建
し
た
少
数
の
民
子
逹

の
悲
壮
な
決
意
が
原
点
だ

っ
た
と
言

っ
て
過
言
で

は
な

い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
、
新
し
い
国
を
建
て
る
為
に
メ
イ
フ
ラ
ワ
ー
号
に

乗
り
込
み
、
大
西
洋
を
波

っ
た
清
教
徒
逹
の
決
意
で
も
あ
り
ま
す
。

夕
刻
か
ら
の
直
会
に
は
百
人
余
の
民
子
逹
が
集
ま
り
、
創
建
三
百
二
十
年
を

祝

い
ま
し
た
。
そ
の
折
、
『
四
百
年
は
大
丈
夫
か
な
あ
』

と
い
う
声
が
あ
ち
こ

ち
の
席
で
聞
か
れ
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
二
十
年
前

の
、

町
を
挙
げ
て
の
提
灯

行
列

・
仮
装
行
列
な
ど

の
様
子
を
記
憶
さ
れ
て
い
る
年
輩
の
方
々
に
と

っ
て
、

そ
の
懸
念
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

出
町
が
「
町
」
で
あ
り
続
け
て
い
る
限
り
は
何
の
選
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

出
町
が
「
町
」
で
な
く
な
る
時
は
、
日
本
中
の
「
町
」
の
大
半
が
消
え
う
せ
て
い
る

時
で
も
あ
り
ま
し
ょ
う
。
勿
論
、
そ
の
為
に
は
、

二
百
十
年
前
の
子
供
歌
舞
伎

に
続
く
新
た
な
「
町
興
し
」
が
始
要
に
な
る
こ
と
も
十
分
に
考
え
ら
れ
ま
す
。
商

業
地
域
が
「
町
」
で
あ
り
続
け
る
こ
と
は
、
そ
れ
な
り
に
難
し
い
こ
と
で
す
。

奇
し
く
も
、
出
町
と
出
町
神
明
官
の
歴
史
の
節
目
は
西
暦
百
年
紀
と
ほ
ぼ
童

な
り
ま
す
。
三
百
年
、
三
百
五
十
年
が
そ
う
で
あ

っ
た
よ
う
に
、

四
百
年
、

四

百
五
十
年
も
二

一
世
紀
の
折
り
返
し
、
ま
た
ニ
ニ
世
紀
の
幕
開
け
と
な
り
ま
す
。

私
逹
は
、
新
た
な
世
紀
を
迎
え
、
ま
た
折
り
返
そ
う
と
す
る
度
に
、
自
分
逹
の

町
と
神
社
の
歴
史
を
振
り
返
る
こ
と
と
な
る
の
で
す
。

そ
う
し
た
悠
久
の
時

の
流
れ
の
中
で
、
「宮
」
は
「
町
」
と
そ
こ
に
生
き
る
人
々

を
じ

っ
と
見
守
り
続
け
て
き
ま
し
た
。
ま
し
ん
ば
二
十
年
に

一
度
で
あ

っ
て
も
、

開
町
と
創
建
の
歴
史
を
迪
る
こ
と
に
よ

っ
て
、

こ
の
出
町
と
出
町
神
明
官
に
対

す
る
先
人
逹

の
並
々
な
ら
ぬ
決
意
と
情
熱
が
、
そ
の
時
々
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人

の
胸
中
に
鮮
や
か
に
蘇

っ
て
く
る
こ
と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

（佐
藤
寿

一　
記
）

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

Ｉ

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

日

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

◆
記念事業として本殿周囲土留壁改修工事を行いました

◆
式典終了後 直会が盛大に催されました

町神明宮選建350摯
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記
念
祭
及
び

工
事
収
支
報
告

四
、
○

二

一
、
○
○
○
円

八
一
一、
○
○
○
円

四
、
一
〇
二
、
○
○
○
円

）

六
九
、
一〓
一
人
円

二

一
〇
、
○
ニ
ニ
円

四
八
ユハ
、
五
七
〇
円

二貧
貧
ハ
、
五
九
七
円

四
、
一
〇
二
、
○
○
○
円

）

（平
成
十
二
年
十
二
月
二
十

一
日
現
在
）

一
、
二
〇

四
、
○
○
○
円

九
九
二
、
一
一〇

二
円

三
七
一二
、
三

ノ＼
○
円

《
収
入
の
部
》

・
寄
進
金

・
況
儀

・
雑
収
入

（
収
　
入

計

《
支
出
の
部
》

・
設
立
費

・
諸
会
合
費

・
式
典
準
備
費

ｏ
祝
賀
会
費

・
剰
余
金

（
支
　
出
　
計

最
終
剰
余
金
は
、
特
別
基
金
と
し
て
民
子
総
代
会
が
管
理
し
、
民
子
会
の
総
意
に
基
づ
き
、
今
後
使
途
を
検
討
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

修
繕

工
事
費

式
典
費

記
録
費

ｏ
出
版
費
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進

《
大
国
寄
進
者
》

ｏ
三
十
万
円

。
十
万
円

ｏ
五
万
円

官
山
県
信
用
組
合
　
殿

芳

稲
垣
　
孝
二
　
殿

（民
子
会
代
表
）

北
陸
銀
行
　
殿

神
沢

小
竹

山
崎

五
島

官
山
第

幹
夫
　
殿

（特
別
相
談
役
）

二
郎
　
殿

（民
子
会
副
代
表
）

喜
作
　
殿

（氏
子
会
副
代
表
）

晨
夫
　
殿

（子
供
歌
舞
伎
振
興
会
長
）

一
銀
行
　
殿

神

田
　
嘉
雄

水
木
　
　
隆

吉

田
　
末
治

（実
行
委
員
長
）

（民
子
会
副
代
表
）

（氏
子
会
副
代
表
）

殿  殿  殿
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《各
町
寄
進
》

（民
子
外
特
恙
を
含
み
ま
す
。
大
口
寄
進
者
は
別
途
・前
掲
の
通
り
で
す
。
）

〈
ロ

計

川

原

町

　

民

子

一
同

木

舟

町
　

民

子

一
同

新

　

町
　

民

子

一
同

南

　

町
　

民

子

一
同

西

　

町
　

民

子

一
同

中

　

町
　

氏

子

一
同

東

　

町
　

民

子

一
同

町

名

四

一
二

二

五
エユ
ニハ

五

三

一
一

ノ＼

二
七

世
帯
数

一一、
二
七

一
、
○
○
○
円

一
九
二
、
○
○
○
円

一
四
五
、
○
○
○
円

一壬
二
一
、
○
○
○
円

五

四
五
、
○
○
○
円

七
〇
五
、
○
○
○
円

ニ

ノ＼
〇
、
○
○
○
円

三
七
〇
、
○
○
○
円

寄

進

総

額

三
万
円

×

一
万
円

×

六 三

ロ ロ

二
万
円
×
　
一一
ロ

五
十
円
×
　

一
ロ

二
万
円
×
　
一一
ロ

五
十
円
×
　

一
ロ

。
一
万
円
×

一
〇

ロ

二
万
円
×
　

四
ロ

五
十
円
×
　

一
一
ロ

一
万
円
×
ニ
ニ
ロ

三
十
円
×
　

七

ロ

一
万
円
×
五
三

ロ

五
十
円
×
　

一二
ロ

三
万
円
×
　

ニ
ロ

一
万
円
×
三
六

ロ

二
万
円
×

五
十
円
×

一 四

ロ ロ

一
万
円
×
二
八
ロ

二
万
円
×

一
〇

ロ

一
万
円
×

一
七

ロ

内

訳

各
町
内
か
ら
の
御
寄
進
に
つ
き
ま
し
て
は
何
分
に
も
多
数
で
あ
り
、
本
冊
子
に
は
掲
記
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
全
寄
進
者
の
芳
名
。寄
進

額
に
つ
き
ま
し
て
は
、
詳
細
明
記
し
て
奉
納
・保
管

い
た
し
ま
す
の
で
御
諒
承
下
さ
い
。
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相

談

役

委

員

長

副
委
員
長

委

口貝

東

　

町

新
　
町

木
舟

町

川
原

町

南 西 中

町 町 町
実

行

委

員

会

名

簿

・
林
　
　
直
大

・
水
木
　
　
隆

ｏ
神
田
　
嘉
雄

・
小
竹
　
一二
郎・

渡
辺
　
利
治

・
三
輪
　
好
森

・
八
木
　
正
喜

ｏ
梶
谷
　
　
宏

・
渡
辺
　
伸

一

ｏ
鷹
屋
　
恒
正

ｏ
カロ
藤
　
和
夫

・
高
橋
　
　
章

ｏ
鷹

西
　
　
彰

ｏ
稲
垣
　
孝
ニ

ｏ
吉
田
　
末
治・

関
野
　
　
章

ｏ
稲
垣
　
　
修

・
遠
藤
　
康
生

・
宮
村
　
　
弘

ｏ
金
森
　
博
幸

。
広
橋
　
里
門

・
松
村
　
一二
郎

ｏ
松
井
　
幸
次

・
島
村
　
恙
雄

ｏ
出
崎
　
喜
作

・
神
沢
　
幹
夫・

渡
辺
　
耕

一

・
稲
垣
　
光
男

・
佐
藤
　
寿

一

・
近
藤
　
　
喬

・
佐
藤
　
信
吾

ｏ
五
野
　
和
之

・
萩
沢
　
順

一

・
大
島
　
　
清

・
啓
塚
　
信

一

―
―
―
―
―
ト
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ト
ー
ー
ー
ー
ー
ー
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｌ
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